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籾 体 爆 発 に 関 す る 研 究

(JLI祁 21年 7月 9rl貞 EI)

疋 田 弓邑

(m 大学工学古畑 学杜雀)

第六枚 粉体鵬 の初期長野に於ける火塙伽 現生l=iZて -

1 事f t n 兼良の隻tと方法

払亡,n bt長 t朋 上帽 臥二郎 1さLLる F7h 糊 細 る方法として山出 違3'柑

CH一,qu一寸のTyAは 01と出棚 し, を依り,同26の如き黙諾組 立てね むち在 朝mn

そのBrt.王2JXX)m叶亡･を凱 ろ乱 粗 甚 六や 長さ 70m の水平uクスtrな め･-SO叫 に搬

三塁詣 警篭 ㌣ 芸禁 ,祭 器 回 加

ふ 紙 で▲ま.秋 謙抑 ･5-30-之6.火 め 年 並 ･t LL jq 史 浪 正 也 8

秒 三船 に'く少く60m コではそiu:
]50佃 .の早手に注私追L,以技L二は

㈹ m/kc似.l･.になった と云 う｡

TAだMcl昆 lこb)牝 id抹的に一塊 迎 ∫
の'ARで汝州IL.火広の件止すろ時の

稚拙から仕組を批 し,aDl.坪幣分の公

職に対し10TTVwc7丑ぼLD恥 IVlを111た｡

又山BJtl氏はJ.fン挑 公的小の火協

件様な.WHした.t:,洪淡の彩管に耽てyJ

耗な鈷3111はbiLなかった｡

ー

J=
1
1

../I

人ql損1=粥B切崩で誰一汁 ろ時には7:

FnとTiく仙た休作下て雌発現史を較対し

うちが,併しこの叫分頼経を平めたJ-な

辞退状放lこ巧く抑 え不uT舵に近いからと

)してもJR†亡好椿がbit触'Jlニなる｡抄ち

Eと初の煉発て-1･.じた圧力姓Iiび腿ガスの

流れが.必 横丁制二次特していろ粉体tL_,

浮姓せしめそこで畑発が担ってW J'の脚本*_,浮遊さ

せるとIjH 断現近和むとろ7JTにTrろ｡従て定常勝 匠

が嘘廿し扱く,洞正郎AL.三九劫が多しわけである｡

そこで,柁帆的qY刑'F'C'&肺肝か :5ki:たとtEi定し

たfl3分JL枝に心 的に考Xil-ろ耶とし (qE入相),こゝ

では蝶苑の初MJこ放ける棚 迎蛇を芥由的lこ脈 Lそ

の特性をわ!ろ事とした.

小耶17敦に於でも粉ft分散の不均一性は常に東段位

の幹勅を細くものでもろが.嘘■の予伯.姫汝の以 ihL

も雌 した81≠兼むjJえちと必われる}JL法を見EILした

しておき,d川nと同a!の孔をISつつ ツタCを恥･
て,コックの外鰍こ軌 ･た扮帖やJjif母の三郎tと兆1こ

な款に町内に引込ませろ.千)Lと同時に腎の他端よl)

lOcm のqiにある良火ITHL受託 5CV をネ オン トタ

ンスでZ50fEYにEtEL,欽捌 (P.lmm.rZLl閑2zTLn)

TTnにTE武火TEを飛'T-)/i_I.作曲させろ｡火焔の持描状況

は岨坂野BTに幻膨する｡

低圧の管内へ:･}Rが突入すろと.森Xは欄 勤L

それに耗つてね帖もG･逝するから,PPllltlL枚は比較的

均一なね秋兼が形成さLLろ｡併し失明り和也1-11架早

ので,この)JJ淡lこよl)蜘柄の火焔fQ拓のa六特性を写Dl く沈旅して圧掛こLfらね部分も生じ,父太TLJq内のia
ZBL!によりLWlした｡ 財 布が均一とも甘えn｡qt川llに近い粉 は帝升で



人 tnrJ rltJd tq

- PT
tn.Pは悠焼印丁の雌勤を,又そ=p -

一 一 の穴引+Ji･T･の鰍 引川を示すも

のであろ｡火焔の伸輔が常に多'yJ噺舵的

~Cみろ小は一つJ)町井T.,特性で,別23のⅠ弓CtJtはそれが大きくJiLLた脈 々,I:してしろ｡旬も火蛾のi,r:J)-に

宍牲訳しL.火塩が見生してい7.EJ▲こJLiろ｡嬢発がた行して桝紙箱にオートろと

火広は搾止 し.伽 Uスは>1タを由って外王かこIIu

する (rlしこQT,方舟はYEtには耳つていなLt

l.併し嬢モJ_稚 しい甘たlLt'.1ILt-

rl■二rIしてBJlこ■LLlしてJJいて火坊'

J預しく甘内に逆行すら.これを/

r良り建芳｣とIT.i:.JTこiLr

,7'出 財経 をLr泣鰍 に顎きlrに袖 lこ考泰し

て見よi.A) 脚 長†18･ナ77レ一.1 /ストt=シ, y

･Lト.,ナ フTレy t･チDIC,日 等柘食性扮

休の伽 抑打は.TルEJLクエ,riEt又は本数 可爪 L

iJ.1り脚 領収分'f含JtJb経に比し-J2J=k

iい一秒ち耕地T.i早く,- 放比7'L'&7'ナろ.こ

Lu王LSt兼のきiu lRが的Jfの方

がより迎カ･Lこ7H)LL.ろ郡に上ちと考えられ

もIJ,点火湖の貯T:ia;jJ.め:Fn乱酔であら和 ;多い.仕 る｡LtlL火焔



疋Etl 幹ttt8罪にru汁 も研究 8g
ll) 火仏野の不肪 性 閲 27の耳ETLt･は嗣鞭でな

いものもある机 価 に見ると多くは包 29に7-J{した

様な不姐駅を示す,そしてこの不迎既のビ'ナは一般

に揮発性の大きいf'2,又愁雌 の火きい包小=くなる

様であろ｡この不通頓の炎れる朕関としては,光子Tし

て果た火焔上L)撤射ZiL<柵 の虎を受Llた現flの一

回 29

29.
火畑 &の不吐攻

一･･一一一時 間組 ;...1

活栓坪勝 を放LLIL.それが炭末とiAじて発火怒班すろ

迄に或る訪甘宍研和を礎する2SJC,もろiと患われ

る.捷てBM.の ｢抗化し易さ｣は悠軍陣等の建易を左

右する一四千なる4日士別かICあるb併L一方その7

'-L化は火焔fh-のよホ̂ ･4{-なうけて姓ずるものであるから,仏鮮烈丘及びその苑生地虻の大

きい湖TJX罪桝へは越めて横転な石株 の粗食には充分のェキ

ルギーが野的され火焔fdJ'のェネJL･f-は強火とな

る｡すると発火の諸相mZrlも排 せらLL.托広地度

も竹火LiBには紐しいは矧こ怒りうる｡仲兄分の少い動体田丸はTJL･

ミ与.tJ,緬確淡呼が1欲しい新体爆発を蕃起しうる叫もこ

れに上って爪解さiL.ろ｡可mJでは損也木次が熊粥に'L.T
んだPtrElで鮎 に亨a火し,又琴爪Cでは泌JXが点火才女班ちに

I故しい爆矧こ移っているのを見ても,印発分悠班が扮14.畑発の木花でないtlfが分るであろ～

.lLl)火焔柑橘迎蛇の非但筋 性 .琴爪 G,

lJ,I.守の軸に火焔がJtl芹に紬括してい ろのは粉体の浮

遊性が長くia肋 'JtT-になっておろ叫を元すが,一般には 寧日 A,D.I:野のはに淵 に曲扱勾配 価格

遜虻)が変化する郡が妙い｡こかJ+JI7-の沈杵の2S

汲坪が小均一にfrろ叫に出田する｡火仏が-時好止し

た横叫びは抗を始めろのは,沈降粉体が恨 ガスに

上る況乱7'r受けて7LFび辞迅し,澗 な放牧を1苅統する

か らである｡この怪の所和 一JI.･qy_lミ洪棚?兄等の

申告nr府に荘 '々･SBaされろqrである｡出奴しっ あゝる書上

手の迎動はtとIJlは常に他姓の池行方向と同じで

もろが,先行火仏が懲F;.するとその庄ノ)に上[)W

J-へ押尿されるのが琴爪でTlく分ろ｡IY)Zy)雌守 これは耳gllI,C,l･.,11申 二

見らLしろ.,軌 '.必見的に浩行するとた世UスのJf

jJに上り1_,勧 て荊目し,Hよが皇政にJ*Ltけ ち脚 !,

rf内LLliREfと1lI),轄班Kスの一部は

新しい基坑を伴ってFiL<野内に臥

･込まれる｡如初の地 棚 に括っていろ時は,地 uス

T小には貯BL紛 て琴N-して冒,憲 ,冨誌警 冨芸孟三諾 去諾 芸

…課 .t{7腎柑 i7IlびLR恐蛙随を汚

つに5,II).火旭が漸 fして東･L これが

広l】爆発であL).この跡は切肘土圧に抗一女火仏赴7Tによって予黙を受けていろので,梓発分出川も宇J易でもt),反応性も大きくて,堺一同

の特上L)は透かに侍筋の遜勧 ;大



･2W - - 2 J 窪慧誓萎,く照 藍 肥 芯 Y=7･･bil:I:諾

十 タレン ,7'君 達 - 十 5 野 草.'浩 IS憲 憲 品瀧 甑

抄 <2m 妻 3･7 . ･8 1 監 芸憲 '.写TT g-Al'iAi描 富 訝 't 2･S

011-i0g でFltla)+ヰIt紀 と.TL,･PJtJして 一ヽ一ニー9
ms,七7Zl】8rzIJ9.-だ Jt･001JCC L Ij(々 ､3く 082
･一･〇_C35cc_

'抑 = ･, .目 許 曇 I畳 語 発 意 監 護 デ諾

無気中でl二女 (+■ぜT. 0=3e!;放̂ 中で t不や,Of
淡 く2COき 9･8Io 'sTg空知 ･でlま13- :Sn sで完全rl舟 --は折点 く.

Ll三Oeトー0.(巧 拙 .でI丹長 い.

抄l<300 書 】53 5 03-07gでHuIこA (患え VJ王】0･-相m′surB

O.シー0.5g で良 くもえ -ヽ-8--lOrrL'*
し存在珪7Fしく暑 く伝共の中aiSL.

± 付く2CO蔓 O8
lDl■ホ フタール軟く2CO書 目 5 02～0_5g でA く艮果 し V-13-‡6TZtrsec

美牡 18 蒙藩の火地Cf沌速度と熱延唖及び藻加物の桝

だ汝 J7 と打払としてItbLの%'4tにつき的 SO川の内定を行った較架を1稚勺したのが群 14である｡

Ji 14 鼓現の2W L持拓巡歴 (実虫fA攻 2Z一五Oc)

柑 芸 £ ;:' 叔 可 芸芸E (ご … 促 . L 榊 働 誌 ,

一枚に初期は世故で 0恥･-0伽scc.11大耶に蛾唆tJqす｡
O･ト08g が淡さdt収で V は不p-Jか･･･7mJfI度

'3聖 二 ⊥ 与58

FT附 妃 が式l密約IA.でy･)YYに仔描L IO-･zSlq s の V i:方･
L は摂 して虫 く02-0 2stH.

OzlOX 気中でr_Vr.]4-秒 - ECOITLn'.iFす｡LtiZくT.'Z･

xt." ‖ 卜 h 87'･' <3eOき
■ヽヽ I L138,pJ'

zR先.I)で綻位弟せナ
oZ24% gI銭中ではZEiY･JSm/5cc でf+a,I
O130h' 空先中でl･-_丑PH 8TTVSI=iFLA く世鯉する

ASh 73!.I
溌ACll･ く3cc書

'ヽ_II3さけ.I;
放免中ではjSい火Zitが沖積す る V-3-もm/A
Oま231.' の無5t巾では中々 lOzTLSI=也h丘 3TLも
0138,I.' の2空気中では 23m血 に鑑TLも

沖壬tt良 く摂兄rI･17血 くJ595する.P,5-07g 丑乱 丑軌 三
ABh 877.' lqb で 束帯にヰ くなす 】5-2D叫bKi2する.8Zt33ms.

､● t ･ ､ ヽ ユL･'.
0-コ'. Pt中でllt]R■tt■11がIelL3h8
07砺 _29丸rPでは 50-1叫 1=ifL,tLしく
ヰ果すも 【写れC)



疋M 鈴件尊井にlⅥする軒先 ヴ】

艶耽LJL輔 7tb帥･で加熱処摺すると水分,柵 dス 閃Zdである｡掛 は洪煉 C､を轍寸のii腔及び時Wで

F.紋日lさ11,ノ壬ThJが#好7)となJ),鵬 吸伸也を粁r～Jf 鮎 和した拭IIにつき火焔fq柿を少子DlaL彰した｡その

は度に不浄 10で痛めたeTrである｡このtaな耗処理が Li3]さを非 15.L=安的して示す (固 27埠Bl参Kt)

性汝の鮒 轟に申し如fpJTJ.Lる捗腎を与えろかは興味だい

弟 IS 架凍無象理の火焔牌 虻に旬する渉管

見) (凝at C105g<_カ& *aRlEXトー24OC)

雲 ,t'品 一恵 [･iほ .完FL'if完 成 葬

葦 †言芸',言 霊

1104C. 21汀S

z30oC.50mlE)

三OoC.50trLm

2505C,2hr3

3tが C, 50rrHE1

35OoC,50mltl

iCOoC. IOEhln

4cc'C,25mlrL

iCO3C, 3SmlTl

紺 C, 50mltI

ZJt

l8

2.5

2.I
2.9

47

49

125

7.与

火焔速度rliF丑的にや如し地7tTSztVs (写dÊ )

逆史Lf構大き(20771さL2度 と1Lと｡血石 331吋与

【2)とHL',不E)2Dだ-.sI't度.也古 3071由

艮負均斉で羊上18tdJIY軌 最古 lSrrVJ

(4)と始i'RL',哉ホ 22mS

丑 tl7m/Sで,002sec抜 sOTr{sIこ32.生井ナ

恭初 55-50【Ⅰ巾 にiP;fl故tF払LbtI碓井t生す (写れB)

丑初 5m/>で OE?Cll20rrL'sI=上外す

丑封は辞世,世に 3DTd/sに上井ナ

Ⅰ36 9mls前後でJt)YfJこt朗 !ナ

'el 大地ft賭せ7, 2;!''Oe政見rl･でZ=で 4-7-1ZTtVsで4托す

250 0㌔8,..'eL曳中で Li-7-･ZS叫'Sで仔溝す｡

-Xに淑BECll=放ての脚 を b)講に.たす.

b) (bC軒崩劇 Cl,<3∝享,05g 喝Eaia兜 20-240C)

至 ,q5F品 EAA も 罷 詮zl芸上,･6; 姐 繋

不EH rrVSでY-J作に払鯉 (3即 , zSm/≡=こji.上昇した不 l回

虫初 7rn/Sの時期をZiて政市 ;8れ(5JこiBナ (写れl三)

lOrr巾 を持て 50m/u=丘.JH 甥位,決 り叫苑とZl-Y (写B!F)

放高 20m/SI=て純府に伍鍵ナ

般luH S叫/ArこてJ!)パに良 く池魚ナ

故杓 24T吋sr=近し,Al枯す

仝 (燃垣せIT

攻に7讃加物の影℡であるが,別冊 舛Ea lSに於て きが多く判定17'Jil加であったので,丈Ba;JJ'淡を資ノL

KJ.NEIClrJが脚 の賂発を詳しく邦訳する柳を見た iLn 割合を何タ;に増すと肋 ;付惜しなくなるかを各

ので,洪広jiClにこれらを 5,%'托況余して,そoT,広 軌735加抄 こ耽て拙べた｡そのkJL刃は tJ壬】6に好的して

班畔暗に対する膨帯を訊べた.俳しその成glはばらつ 示+｡

孝壬 16 鰍 の火焔樽柿に対すろ田加柚のif菅

htft (淡d Cl+ 渉加竹)<2Cで宅,05g,*蛤Z班 22-25°C)

3<J=Zまft拙速促 rrL/3SeC及仲拝し持たMI D (全長に対するガ)及び ( )か こgI延岡伊上示す

帯 介･4 I- ･, カ /･･, 刃,< r SO ,･,

三 上 :≡ .': / I: - ∵

碧男言岩taf亨i
TB,t'I,_誹i

仲施せナ (I)

≠nlせず (り



7 取 付 由 一8m781CD ･lCO(E)8内紛 2-STZ巾でD一∝〉(2)

-31-巾 l<･D-50(3)

3m.五三ftLCOel,Jr.a iu

付付せナ (2)

3m/ST D-50(1)

b吋 書で l).-】COい )

mL楢せナ (3)

t一件せ-r (3)

的 IJで t)-】∞ 【E) Sq SでD l00(り

9 Er化 独 特IこはさAt托暮し坤には巾NLJ5苛不同 (ⅠS)

･D ;,一芸.a s,;ではJは 不軌 】O>'虹分すると糖と鵬 せず (8)

11上プい 3-16に糾勺した火焔flt秘 卿 定蛸AiLよ

り似られた=,三の知比を列記し,仏qtT=々 麦陀 加え
II｡

l) 申gt兼に於ろ火焔鵬 東の舵 は,｢蛇に現

qSの批 出て藍い2h王らつきが･}(,kTBt的な-)

更はLNtEである.供し生東扮作成W 鵬 佑払 こ此

ての肋 :危t'tuらiLてさ,-ら山■お見えは,この芋虫

は.たとえ地 的であるとは8え,包外は文辞実に十t

L束やf=預fTとたりfrJるであろう｡

I') 劫帖退官の初現と也は多くの砂缶8坦r_出 反

応でもl),その附 託は苑■ 10叫牡 丹攻,Fti5

iS資は 2C8-:'∞g'm]7'J陰でもろ.

111)旅し,浮迅他が具く,漣腔が冶司で,LL迩血圧

の人きい1歩合には,上Ak>はま姐に舶 され,故 tOcm,

の洞tに於 〔eEl=鼓 10nV決L:の過度をwJ.し.他 紙

虚にi玉LIuろ.ふてLaでfLFらlLたl主脳 雌としては,

川えは,T ,̂l一 クエOLlgの呼の dTTLjCC又はぷ

JKCyJiCLI_r･宕第7i淡llIで軌 和したもの05L'の

時の 5Oms･ec等であL),iflこ鍵穴中の細 を40ガ

に耕すとお味 C,及び C.は ICOlq/附 にも連すら

迎資を元tLた｡

ハ･)柾薙分の少い無t5粥 (CIA) 又はP.色Jlく沢の様

な軸比でも,冊光血の多いlllllでは招郡に火焔が柑措

す る｡こ)I.らはbi化粧の倣いTl朋又は71機 上L)鮒
は多いから,-A発火IlhLlが肋LEされれば.邦枝の伸

輔は解品にTJ:る詐在虻'JJをJSっていろ｡

V)汀逆性の惑いD経は相応が中断引 tろ布 が多

い｡又 2ccき以下のGlfi･T･な恥 .た切帖は杓と火塩付

賭せ示吉山抑 -_,!別棚 発に於では故松子の仙 =正

中な凶子{･あろ布を,-J.していろ.

･･l)gE兼黙読小で醐 された脚 はglB IOで-T･

頚さILたかI(.反応th 珊火し,火坑㈱ ま新 しく促

兆される｡加触 理に上ろ強tが IOt''に皿してu'.J

池しく出発しうろ材g!は,桝 の相見分のみが雌発侍

楢に7JT促の役XlをクとしていろものでTrL･郷を明元;して

いろ｡これは初偶に伴性~rろ打粉 は1'_として.ITO

及び CO王である叩,これらは斗ろ馳 J)肌矧 二役た

っていた礼 文触 により洪甥Rlh'Drt#Im て

冷し,反応作'_{･Yr火した7B. Jr-1に上ba好け 7.7Vが川

東る｡
供し4POcL⊥L･_で加水すると叫払餌 で分速 もZF

故するも.大前に僻 の件tEは【雌 と'とって7Tく｡

vil) 教3Lに見嘩軌 tをiR/,.1した時J)火鬼籍雌

に考するtt皆は本文汝では余り孤 1_続具i･yられ1=

カ･つた｡これには.漁れ紬TJq!悪性臣にJJiて浮こ牲カ:

ta+&化を受けろ2iでもろとEtわれる.

伸し,i-rAI,314F,弧 .蜘 TJL･I,i,Rは斤t
性Elj･等ItBl棚 発/f仙l+ち能))壬'･持つ琳 三明かで
もt).銅現.王火焔紬拓*_{助JRする¶がFW され1_｡

Y 成 果

日 掛 ktlfeの胡堺にbtlナろ火塩析 花虫を妃包す
る25,何卒小 二やgセ牡.)lLて比位相L･JLLl._･blt■Jf

作り,その中の火焔称杭をhlをflG7にEltiした｡木カ

'延に上lJ従来不卯でつた火泌相好の;桝 性を,明かにす

ろ布が川部た｡
ll) 粉帖は発に脚 ナろ火焔同の不珊 性,不野馳

(非恒常性),及び灰 I)放発の瑚虫等l二批て.又粒子悠

妙 寺Fr"の伊 納 故U(lこ托て,班 れ々川な知見を1圭1ろ小
がLLl来た.
L")帖に,知l恥こ.?い''e価 にiC珍し.各脚 の

火払㈲帆 の出払 舌尖苅小の船 和丑の彩管,崇j;

yt謙小qTJ払 和の軌凪 及び爺称伽 g)効脚 につ

いての知Jとを新たにする桝がFLl果た｡

IV)Tkには玲ttは発の初円に於ては.その火娩鮮

砧の迎RTli&鳩であり, 】OzTVKt;誠いはそlL以下の

布75'b (,iB封土IC0-500dTTIl粗辞がi5当である

が,辞替ltt批 反応伽 '･Jtい租合には_普 】Om のZE

Jtに放てeEに牡 】OTTVBee硬いは ICOm.Jie亡のm皮

にも達し書IJろ14fがが肋 され た｡



疋Itl 扮件tI姥に関する研究 n

折七報 シユlJ-レン写dtに依る火焔情格状況の偵察

m紐ではrrjiを牢Blに上り火也鮮拝を地tiLI=が.回 タ Jl'を招いて扮帖をql目させる.37タ Klのn劫
鞍呼月でI'.火旭の形状,11び曲 は牙ら1_･いので,木 に挽いて電卓 El次に L':と一定避妊でPl姑が印ぢら

租ではS,l卜 L,ン法的 】いてEq耶 BlをKI彰し,塩 かろ.かくしてⅠ/lCO父CruR gT,似 シIy-L,ン4i

紙の前史及L<その運動を研究した｡ が的彰さlしろo

l 実最の荘Z と方法 皿 実装 19場BLdL美和XE遇控の

Eg30JT買地 文のむ¥を荒した｡EDち Slは累明
シ1リーレンdE

FH火TE屯砧 海 苔で淡LだTJL･ミ艶 珊 1- ) に (A)希件 0･5g をtFl二人九匹力 柑m tTg の ･T(亡
叉は OePL) で吹fhL.吹目口1ら
3em J-_に掛 ･

た点火洞でA'.t火した齢団 3日+_
(JL)ナ 7

′ L,ンをy'Eで吹き_tげ

た■Ihlt

J I_･･:):す一例でもち｡(】)は

伽 の初期{･点火泊に捷して火塩が鴛生

し点め一そ11.が暮勺7m'沢亡 の油圧で

上方にfI大して行く｡ (1,5)は悦 の技

糊を荒したもので,下JJよJ)_1外して繁る鮒 浸助 '.少くTLI).杜に火

焔が切れ受光 10KVのⅦ空をかけ甘相と並列に 002LAFの嘗 て行くのが見える.芯ZIをt き 1/lCO父erLL373のTR式火花を瓢 です｡この 0=で次tuすと,他 顎しく光が臥 ･ので,i,i

時に州ろ軌 ･光は dcm 斑の金武対称i氏 別ゼ反射 9-L･ン領は洞 Bd 31されてL

,ンズ L の 小心に頼む舶J:.この他をt,ンズ され -持た如. (a) tJLJA,tの泣打に臥 ･た金払片で雌 しておく｡民l枕 の皿恥 か い火

仏fEが射彰 +" レy AAhに恥 .た雌Tt持 Iiの小で身性

雌確 (撫姓)が姓 Tろと光はhl折してLをii51)阿tiカ

′クのlく?イJt･J.上にほを鈷ぶ｡別.Jb l･

mlの線紋を持つ大きい水TTiで.光の油川の下部に敬体研目口

を世き,その.LプJに放火火花JIJ花払S:を快く.瓜

火iXlとしては交紙 l∝)Vむホナントタンスにて lSⅠくV に狂正

し, Zmmr"榊 の鉄TEi舗l仙二飛ぶ.ru訳火花削り

い.その作動は一次LLlは古の杜松 h'!による｡粉体のdllu

は u クス紛 いに入LLた-態tLの切付を,qス g y ク Tに入1Lた

-RIRrの0_'又は Il'さICBz軌二次Etlさせる｡

カ‥ の11打にシJ- p-.CをRきそのm弧k Z? J(,で作歌す

るq;虚Tiに上L)fr1..7イJL･.Lが一匹
tiすら前に桝ぢろEJlにシtチターを斗鼓しておく

｡払Pu排 の屯序は式のEalこなる｡発づ3'Jタを一缶辞任 (

Xr廿がスコープに上る)に剤弥してrrllモさせ,

軒別火花S･軌 王ナとIL御幸につ7'A初i,ユI-レン漣

に上l斡件且斯 学汝の生A2t斗X:するチモでbつ7=が,gt丘革的KfaJk

の4似暮k作る市Z､LLl凍す ,こtLti止L･'_A(書会した｡ さLLろのみ

であろ｡h.2

t･吹糾すとE

LRは外部03の輔輪*Lll

lて始めて生Irるか

ら,(

))の描仁初肌 二は

籾fWの外出恥にの

み肋 :生じてお

I),輸Th)

も洞かである｡

句 3tCb)は

崇BKClを



:<Zで吹Ilけ と杓ど火焔が神林しない｡(1)は悠増の

胡瓜 (4), (SH if主脚を.I..していろ｡ブ" L,ンの

l船 とJさく似ていちが.)いったt計T.べきRl見ながあ

る｡それは火伽 ;瓜火l中上.)=TFfiqLLて楚≦i三していろ

qTである.この林は.畿qEのaE党分の分馳 ;ナ7

rI,ンの荊常世 に此して約長い鶏棚 は 45ナろ布

を,-i;していろ.,

(a) 秒Itを水中Ji向に吹ILIL, 5cm打方の瓜火雅
'C且火LたJD

火焔カ:有に上

方に拘って脚 十ろgLtを示す事

でもろ｡こ川 土壌 dスが上向姓を持つ市と.蝕 む･7=j5'.

その#死に生する薮W の搾力み211こ上向

tiを婿つ市に上って缶明されろ.抄紙のr勺,料なtl子は｢

投に下方に掬うが火焔｣三m11･(-

界S･inは.T,出 uスに吹かれて上井すろ缶tU

-件S･泊って敢むものと考えられる｡屈 32(A)はp-トt,ナ7PL,Yを 02で吹tltLた

周 32 時の列で,又FJBlDNN 舟 A n

ナ書IL (b)は :111で吹Ztl(A)

(心) した齢 で,G緒O.{'r々 よ 札x
,い■士 とはそのシュ1J-1h～ LL

d L,,熊は大分Aつ'*LL,巾4 t室; て

いろ｡q)ち0王の齢 には焔TB)の桜が

多いが.h12で吹EUした時は始

卯執 こLIYtかに現われるのみである｡この魂敦は他の悠

え易いお経桝Kは抱巴木製又はTJL･ミaウ上に此てもy

J取にZl耶 された｡併し

淡gtCJ叉はホ色米製苛では Olで吹出した牡合に,丁& f

ih7ナ7gレンをNeで吹.Jlした時と内ttに姓界啓に

kの少 .ヽ焔のAと,7:した. 01にmtJ集群

中では鮒の圧応力領 しく,機 素の的帯もLtく反応S･生

じ,也史UスのLD薮もかせで.火焔虎には多くの由 切 れろが

.:(tで吹川汁 と城 東的帝の反応は軸 で中心部は光に不透明となる眺

レ19-I,ンtが抑 このみ此t蜘 少い榊 ち雌 qスと

外六との掛 に生ず}_粥 五胡lれろものと推愛し1gろ. 抗ft

は滞反応lこ於･Cも田切のg

l魚かJ,ろWは,過本代の非段に上ってLPJかである｡代は

(CO-0士-1TIt)罪の煙矧こ於て IJtがil

色合されろとその シュy-レン任に-b研 しく粁ナ事を兄,柑 こそ

LtI+. (C0-0壬-Hi)兼のI引こ三河L

い事をPLめた｡そしてこのko)片【因を水煮六
の鵬 に上るものとした｡二六八の伸 した教は博雅の申分にもIb;水煮武のA桃に上るものと

JLらilJ)7Pもないが.そitが余bに火旭に萎托してL.ち

布から考えて.凧 こ悌 uスqTJ謙れとJL供す称と

する｡EC) 鯛 の搾

点火漁をILu口から Zヰ亡血qlL.そ

の上 2cm のCiに

OSnznnの輔 を硬くと

.易経の一一･辞は柄7'_/壬更けて上方に山ろま他 の火静 ま

柄7)下方で珠がOtt亀する.,火仏(ミニの詐分を在って手が

･l),elの上方へは皇(出ない｡Z513

3(A)は純色木崇を 02で吹出しナ二時の餌で下方上b逆

萌した良性とたって建っていろのは明るい光点1 33

を川ナ火蟻であり,【a) L

P･) +SJこれ妹稚いのは火国 蛤が 8crTt妃く*

itた所でl'･)1/】COsecを杷いて2つ葛生

してい7J7Bてある｡ こ

れは虹に畑 lSEa23で見た珊r放せ又一

つte) 別のltJ虻からPEめた盟 ものである

｡即ち発火Irl心は斬り鳩蛇の泊当な田gTに形成さ



げた岬の㈹必相見を,jTTL 例である｡むら酌の上方に

は火焔がするり_し1Llろが扮挑ia腔69人きい下方へは火焔

は尊く伸輔しないo

Jn 成 果

l) 忠体Wft初粗aftlのシ1y-L,ン卑nを出彰

L E相 で7IJた火惚鮒 苗にFql-ろ知見を純足した｡

Jl) 鮒 増発の初期追跡 壬卓絶な怯蛙正広であり,

その他 皮も 10Tn)昨l:投花の班を示すに21ぎず,

仕って飾 没の党生*i･扱mTろqtI王ILI米TLかつた｡

.t')易拝領性のナフタt,yには発火の謀れに殆t'な

いが,洗礼では釈放なZEれが見られた｡棚 発の第

一歩は通常朽駕分の議雌 に上って併始されろ布5･

鼓窮するものである｡

It.)軌 刊 i上向性を持ち,火矧 王上方に望火し

yL)他 ;活はな柑 こ(." 伽 ガスの.i,ユ1J-レン

婿に妹が多く,揺憎な域介lこr._桝が少t｡kLS過度の

プこきし時は燃牧qスのti2AI王がI飴しく.不利 になる2S

と思われる｡

(本研究は文符節什学研光12及び淡'̂那-1年輝点

余所死文かrx助t受けて斤btLたことtkTr'L.して慧常

すると#lこL'lV-レン写Et舘野lこ対するPIF5靭救汝

の軸椎軌 こ対し好 く911小J=けさ)

文 t1

33) BerthelBt CozTlptrent193.5]8(Te83)ヽ I

SleltlbltCher A-w eseb,UrqbhenLlt)aV亡rhltt-

tZtlgdt=rKoh]enstAtZbexploS･Ot)entlEIdKohlen-

stAtlb-3bbmzlde" (lS31)ら S9

3i) Stclnb-echcr･loC ⊂lLS 59

易い炉内がもろ｡伸し扮肋 二相 -な分布を持つ時 35) l TaqaTlel Com)ttk centm l血 Jidmllとres

は抵当頭東の鰍 をやって火仏は不捉A■】な連動 ir･行 dcFnJ'CCJRrcN:htlre1=7(けIT)

～｡ 36) LlJEZl l茸 九大J.東経 13,391(q13)

)ヽ 粥なFlの鯛 は流体髄 の租合と阿臥 火焔の 37) 湖本式LtL一河研食料7,957(VE3)

仲店をmJtするgfが出来ろ｡

StudleSOnDustExpZoslOn(llaltd Ⅶ)

ByT HlkLta

li･lteOILlAmcT)rt)p8gnt10n lEltlllStCloudsl､hLChtw esusTX-ZldJE)どnrLerdmWn)TltO

TLll()rLIOltL.llvTLCuLlm tube､Tlthal一,､､aSrrZeaStlredbytherotnLLngeLLmem
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LtndI)111eOfeombusLLOTl.antImoreovert71ephenomcT)aOEr'Retlmt･モ叩10別EIn''､YCTC

clueZ一Lntell

GtさnCnll)tllelnltlnltiZ氾Cdof触mcpropag且tL｡nLS510" (nt*ut10m/d).lndthe

mo5t fhヽOrnbk e01托ehtr.lt10Zl 19 1urangeOL2e0-500g/ml,bllttltl(lcrtht･bctLer

col】dlLJorlOl tl)spernoTI FLn(Irea亡1･011,､､eSee theaEImC SPeC̀l n鵬 】1･11o nbollt

王QDn巾cc e cヽndtEhcsevti･mlLleclm eteTdLSt･lZ]Ce The SpeedolrctllrZl･e叩】〇割On

lSgellCr.1日〉mtlChquLCkerpe-h･,pso,TLngtOtheワre-actLY的0nb)ther,rstorLC

wl10ntheLletLL･lrCn一metltOEco.lldusts▲nI)LtrOgeJ),e g 2500C,2hTA,Or350㌔

50mlrL,h pcrEoTTTlCLい tloseslhEL､01atllemattermLLlbly coTljIL5tLngOECO三Zl-1dH!0.
ttlCrCbylL&lrlfhmmtlbltlty151mPrO､'edaSformerlypTCdLCIL:也

SctltLCrCnPhotop pb OE' dtBteXPloston"erealso I.1kezHlndthestruclufeOfhot

gaBErotlt､Y朋 elu｡ltlnted,but"ahlled toestBbllShthedetoTlntlOZIStateOfdust
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